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「
総
会
を
終
え
て
」 

横
浜
陶
芸
友
の
会
会
長 

鍋
島 

弘
義 

  

令
和
６
年
５
月
25
日
（
土
）
に 

杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て 

「
総
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

出
席
者
は
７
名
と
少
し
寂
し
か

っ
た
の
で
す
が
報
告
さ
れ
た
議
案

は
全
て
承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

議
案
と
し
て
は
、
各
部
の
活
動
報
告
・
今
年
度
の

活
動
予
定
、
会
計
の
決
算
・
予
算
、
会
則
の
一
部
改

訂
な
ど
有
り
ま
す
の
で
詳
細
は
、
ゆ
っ
く
り
お
読
み

く
だ
さ
い
。 

 

今
年
度
は
、「
総
会
の
在
り
方
」
を
検
討
し
て
少
し

で
も
役
員
の
方
の
負
担
を
軽
減
で
き
れ
ば
良
い
な
～
。

と
、
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
話
し
合
い
が
早
く
終
了
し
た
時
に
会
場

の
映
写
機
器
を
使
用
し
て
、
窯
場
見
学
会
の
下
見
や

本
番
で
お
会
い
し
た
先
生
方
の
８
㎜
ビ
デ
オ
を
見
た

い
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
の
お
話
や
作
陶
が
メ
イ
ン

で
す
の
で
、
あ
ま
り
参
加
者
の
映
像
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
時
々
、
若
か
り
し
頃
の
自
分
に
出
会
え
る
か
も 

し
れ
ま
せ
ん
。 

 

お
時
間
の
あ
る
時
に
は
、
是
非
と
も
「
役
員
会
」

に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

益
子
、
唐
津
、
小
鹿
田
、
常
滑
な
ど
有
り
、
飛
び

カ
ン
ナ
、
錬
り
込
み
、
急
須
な
ど
そ
の
道
の
プ
ロ
の

技
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。 

 

そ
し
て
、
と
て
も
悲
し
い
お
知
ら
せ
が
立
て
続
け

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
12
月
に
専
修
部
の
副
部
長
の
田
村
和
正

様
。
続
い
て
今
年
の
２
月
に
は
専
修
部
で
長
年
活
動

さ
れ
て
い
た
下
村
武
子
様
。
更
に
こ
の
会
の
副
会
長

や
会
長
で
客
員
で
あ
っ
た
出
渕
僖
江
子
様
が
、
こ
の

５
月
13
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

 

た
だ
た
だ
「
エ
ぇ
～
。
ホ
ン
ト
～
。」
と
、
驚
く
ば

か
り
で
す
。 

 

「
明
日
は
我
が
身
。」
と
、
思
い
な
が
ら
、
こ
の
会

の
終
活
も
念
頭
に
置
き
、
そ
の
日
そ
の
日
を
大
切
に

そ
し
て
「
一
期
一
会
」
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。 

 

こ
の
会
を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の 

ご
冥
福
を
、
心
よ
り
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
異
常
気
象
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

昨
年
並
み
の
猛
暑
・
大
雨
な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
。 

充
分
体
調
に
は
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

「
令
和
６
年
度
総
会
」《 

議
事
報
告 

》 

 

５
月
25
日
（
土
）
15
時
よ
り
、 

杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
集
会
室
Ｂ 

に
お
い
て 

出
席
者 

７
名
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

［
議
長
］
大
日
方
毅 

［
記
録
］
鈴
木
貴
久 

 
 

《
議
事
》 

 

令
和
５
年
度 

各
部
の
活
動
報
告 

 

① 

「
総
務
部
」
よ
り 

                     

第 189 号 

令和 6 年 

6 月 12 日発行 

総務部 2023 年度 活動報告 

    総 務 部 広 報 

４月 15 日（土）役員会 （総会に向けて）  

５月 13 日（土）総会  

５月 30 日（火） 

「友の会たより」５月号（185号）の発送 

５月 26 日（185 号）発行 

・総会の報告 ・決算・予算書 他 

７月 22 日（土）  役員会  

８月 ３日（木） 

「友の会たより」８月号（186号）の発送 

8月 1 日（186 号）発行 

・秋期焼成会案内 ・関東学院 Fes 案内 他 

10 月 21 日（土）  役員会  

11 月 ８日（水） 

「友の会たより」11 月号（187 号）の発送 

「第 44 回作品展のご案内」の発送 

11 月 6日（187号）発行 

・「焼成会」報告 ・作品展案内 他 

２月 ３日（土）  役員会  

２月 28 日（水） 

「友の会たより」3 月号（188 号）の発送 

2月 19日（188号）発行 

・「作品展」報告 ・「43回作品展」紹介 他 
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② 

「
事
業
部
」
よ
り 

 

 
 

 

（
１
）
関
東
学
院
大
学
「 

関
キ
ャ
ンf

e
s

，」 

※
詳
細
は
「
会
報
187
号
」
に
掲
載
し
ま
し
た 

〈
会
期
〉
2023
年
10
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
） 

 

〈
会
場
〉
関
内
キ
ャ
ン
パ
ス(

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー)

 

〈
出
展
者
数
〉
有
志
10
名 

 

※
初
め
て
の
試
み
で
参
加
し
ま
し
た 

 

〈
作
品
数
〉 

76
点 

 

〈
会
場
下
見
・
打
合
せ
〉
7
月
10
日 

※
関
東
学
院
や
友
の
会
会
員
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
、 

ほ
と
ん
ど
メ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た 

 
 

（
２
）
第
44
回
「
作
品
展
」 

※
詳
細
は
「
会
報
188
号
」
に
掲
載
し
ま
し
た 

〈
会
期
〉
2024
年
１
月
9
日
（
火
）
～
14
日
（
日
） 

〈
会
場
〉 

か
な
っ
く
ホ
ー
ル
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ 

〈
出
展
者
数
〉
12
名 

 

〈
名
簿
記
入
者
数
〉 

90
名 

 

〈
作
品
数
〉
162
点 

 

〈
課
題
〉「
ど
ん
ぶ
り
」
12
点 

 ※
役
員
会
前
の
資
料
作
り
の
事
業
部
部
会
は
、
ほ
と
ん

ど
メ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た 

〇
対
面
で
の
会
議
は
、 

・「
な
か
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
で
２
回
（
９
月
，
１
月
） 

〇
「
作
品
展
」
関
係
で
は
、 

・「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」
打
ち
合
わ
せ
（
12
月
） 

・「
作
品
展
準
備
」
貝
森
事
務
所
（
１
月
） 

 

③ 

「
専
修
部
」
よ
り 

  

※
５
月
26
日
「
友
の
会
だ
よ
り
」
用
原
稿
を
広
報
部 

※
９
月
実
施
「
秋
期
焼
成
会
の
ご
案
内
」
を
送
信 

※
８
月
１
日
「
友
の
会
だ
よ
り
」
用
原
稿
を
広
報
部
へ 

 

「
秋
期
焼
成
会
の
ご
案
内
」
を
送
信 

※
「
秋
期
焼
成
会
」（
会
場
）
井
上
宅 

                      

  

①
「
総
務
部
」
よ
り 

 

令
和
６
年
度 

総
務
部 

活
動
予
定 

 

 

【 

部
員
構
成 

】（
※
は
兼
務
） 

（
部
長
）
高
橋 

光
男 

深
川 

貴
子 

※
鍋
島 

弘
義 

※
鈴
木 

貴
久 

※
井
上 

明 
 

※
吉
川 

勝 

※
鈴
木 

和
子 

                     

（日程） 

９/３（日）10：00～受付、素焼き済の方は釉掛け 

５日（火）10：00～素焼き      10 日（日）10：00～釉掛け 

13 日（水）16：00～第１回本焼き  25 日（月）16：00～第２回本焼き 

10/２（日）16：00～第３回本焼き  ８日（日）10：00～引渡し 

 

（結果 参加者数ほか） 

 参加者数 作品点数 作品重量 

令和 4 年 9 名 34 点 12.17kg 

令和 5 年 10 名 53 点 18.419kg 

 

(部会) 

R5 年 5 月 13 日総会前に部会  （議題）「今年度の焼成会について」 

R6 年 2 月 3 日役員会前に部会 （議題）「来年度の焼成会について」 

事
業
部 

令
和
５
年
度
活
動
報
告 

専
修
部 

令
和
５
年
度
活
動
報
告 

 

総 務 部 広 報 

４月６日（土）  役員会 （総会に向けて）  

５月 25 日（土）  総会  

６月中旬 ・「友の会たより」６月号の発送 ６月中旬（189 号）発行 

７月 27 日（土）  役員会  

８月下旬 ・「友の会たより」８月号の発送 ８月下旬（190 号）発行 

10 月下旬  役員会  

11 月上旬 ・「友の会たより」11 月号の発送 
「第 45 回作品展のご案内」の発送 

11 月中旬（191 号）発行 

２月初旬  役員会  

３月初旬 ・「友の会たより」３月号の発送 
２月下旬～３月初旬 
（192 号）発行 

 

 

令
和
６
年
度 

各
部
の
活
動
予
定 

2024年度 総務・広報 活動予定 
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横 浜 陶 芸 友 の 会 

2023年度決算書・2024年度予算書 

 

（※郵送会報にのみ掲載） 



第 189 号          横浜陶芸友の会だより         令和 6 年 6 月 12 日 

- 4 - 

②
「
事
業
部
」
よ
り 

【 
部
員
構
成 

】（
※
は
兼
務
） 

（
部
長
）
吉
川 

勝 
 

（
会
計
）
大
日
方 

毅 

（
作
品
展
等
）
吉
川 

勝 

大
日
方 

毅 
 

※
鍋
島
弘
義 

※
鈴
木
貴
久 

 
 
 
 
 

貝
森
俊
二 

清
水
あ
や
子 

  

令
和
６
年
度 

事
業
部 

活
動
予
定 

 
 

○
令
和
６
年
度 

第
45
回
「
作
品
展
」 

 

☆
か
な
っ
く
ホ
ー
ル 

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ 

 

・
１
月
初
旬
（
第
一
希
望 

１
／
７
～
12
） 

６
日
間
実
施
の
予
定 

(

※
７
月
に
申
し
込
み
し
ま
す
） 

☆
特
設
コ
ー
ナ
ー
課
題
「
角
皿
」
※
大
き
さ
は
自
由 

☆
専
修
部
コ
ー
ナ
ー 

※
焼
成
会
で
の
作
品
を
展
示
す
る 

☆
出
展
料 

一
区
画
（
45
㎝
）
２
０
０
０
円 

☆
懇
親
会 

開
催
す
る
予
定 

※ 

詳
細
は
会
報
の 

11
月
号 

発
行
時
に
同
封 

 

 

「
作
品
展
」
関
係 

確
認
内
容 

 

・
会
場
の
設
営 

 
 

９
時
30
分
よ
り
行
う 

・
一
般
の
受
付
時
間 

11
時
か
ら
直
接
会
場
へ 

・
作
品
展
の
開
場
時
間
は 

10
時
～
17
時 

（
搬
出
時
は
16
時
）
ま
で 

☆
出
展
さ
れ
る
方
は 

半
日
程
度
の
当
番 

を 

お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

〇
関
東
学
院
大
学
「 

関
キ
ャ
ンf

e
s

，
」
で
の
展
示 

 

※
昨
年
度
は
10
月
に
行
わ
れ
た 

 

※
声
が
か
か
れ
ば
、
参
加
の
方
向
で
計
画
す
る 

③
「
専
修
部
」
よ
り 

【 

部
員
構
成 

】
５
名 

（
部
長
）
井
上 

明  

（
会
計
）
鈴
木
和
子 

（
会
場
申
込
）
中
村
の
り
こ 

（
秋
期
焼
成
会
）
本
橋
昭
彦 

逢
坂
博
樹 

他
全
員 

（
焼
成
会
備
品
管
理
）
井
上 

明 

 

 

令
和
６
年
度 

専
修
部 

活
動
予
定 

 
 

①
秋
期
焼
成
会 

 

＊
場
所 

 

令
和
６
年
９
月
（
井
上
宅
） 

 

＊
日
程 
 

９
月
29
日
（
日
）
受
付
予
定 

 

＊
釉
掛
け 

10
月
初
旬 

予
定 

 
 

※
基
本
的
に
は
酸
化
焼
成
で
す
が 

（
そ
の
他
の
希
望
に
も 

相
談 

に
の
り
ま
す
） 

 

＊
焼
成
料 

１
㎏ 

千
円 

を
予
定
し
て
い
ま
す 

※ 

詳
細
は
会
報
の 

８
月
号 

に
載
せ
ま
す 

 

        

②
広
報
部
へ 

＊
令
和
６
年
８
月
発
行
の
「
友
の
会
だ
よ
り
」
へ 

 

９
月
予
定
「
秋
期
焼
成
会
の
お
知
ら
せ
」
を
送
信 

＊
令
和
６
年
11
月
発
行
の
「
友
の
会
だ
よ
り
」
へ 

 

９
月
実
施
済
の
「
秋
期
焼
成
会 

結
果
報
告
」
を
送
信 

  

「
会
計
監
査
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
の 

「
総
会
決
定
」
か
ら
、
行
事
終
了
後
の
役
員
会
で 

「
会
計
監
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

「
友
の
会
会
則
」
と
の
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め 

一
部
改
訂
い
た
し
ま
し
た
。 

〈 

改
訂
箇
所 

〉 

①
第
７
章 

第
19
条
の 

３ 

会
計
監
査 

２
名 

の 

個
所
は
削
除
し
、 

「
会
計
監
査
」
に
つ
い
て
は
友
の
会
の
行
事
終
了
後

に
役
員
会
で
「
会
計
監
査
」
を
行
う
。
を
付
記
す
る
。 

②
第
８
章 

第
24
条 

の
会
計
監
査
は 

削
除
す
る
。 

③
第
11
章 

附
則 

に 

第
37
条 

会
計
監
査
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
よ
り
実
施
す
る
。 

と
記
入
す
る
。 

 

以
上
、
三
カ
所
の
改
訂
を
い
た
し
ま
す 

             

 

友
の
会
「
会
則
」 

一
部
改
訂 

令和 6年度 組織および役員 

顧 問 寒河江 洋子 

客 員 高村 正明  松崎 紀一 

会 長 鍋島 弘義 

副会長 鈴木 貴久 

総務部 

広報

（HP） 

含む 

★高橋 光男  深川 貴子 

 ※鍋島 弘義 ※鈴木 貴久 

 ※井上 明  ※吉川 勝 

※鈴木 和子 

事業部 

★吉川 勝  大日方 毅 

 貝森 俊司 ※鍋島 弘義  

 ※鈴木 貴久 清水 あや子 

専修部 

★井上 明  鈴木 和子 

 本橋 昭彦 中村 のりこ 

 逢阪 博樹 

  （★ は部長  ※ は兼任） 

６年度＜新釉薬＞  

①唐津ワラ白  

②トルコマット 

③そば釉  ④青織部 

⑤飴釉 ⑥斑唐津  

⑦黄瀬戸  ⑧黒天目 

⑨朱赤 ⑩ルリマット  

⑪オリジナルラスター釉 

⑫青白交趾  ⑬織部 

⑭木灰透明  

⑮コバルトブルー 
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「
下
村
さ
ん
と
の
思
い
出
」 

 

鈴
木
和
子 

残
念
で
す
。 

昨
年
暮
れ
に
お
電
話
で
お
話
を
し
た
時
に
は
、
な

か
な
か
外
に
出
ら
れ
無
く
な
り
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
て
い
る
。
と
の
事
で
し
た
が
専
修
部
で
ご
一
緒

し
、
何
事
に
掛
け
て
も
決
し
て
前
だ
し
は
せ
ず
、
ご

自
分
の
す
る
事
、
出
来
る
事
を
間
違
い
無
く
こ
な
し

て
下
さ
る
。 

「
小
さ
な
声
で
」 

信
頼
出
来
る
先
輩
で
し
た
。 

専
修
部
焼
成
会
で
は
、
何
年
も
熟
し
て
来
ら
れ
た

木
の
葉
天
目
を
ご
指
導
下
さ
り
、
絵
付
け
に
付
い
て

は
長
い
間
通
っ
た
師
匠
と
の
話
し
な
ど
、
な
か
な
か

思
う
様
な
色
が
出
な
い
な
ど
、
何
を
す
る
に
も
ご
自

分
が
出
来
る
範
囲
の
練
度
と
道
具
だ
て
に
は
、
目
を

見
張
る
事
が
沢
山
有
り
ま
し
た
。 

終
活
で
頂
い
た
下
絵
色
絵
付
け
の
材
料
は
何
と

96
色
、
思
い
を
込
め
た
材
料
と
思
い
、
全
色
テ
ス
ト

ピ
ー
ス
を
焼
き
蓋
に
貼
り
付
け
、
聖
坂
養
護
の
佐
々

木
先
生
に
、
生
徒
作
品
に
託
し
て
下
さ
る
様
お
願
い

致
し
ま
し
た
。 

と
て
も
ス
マ
ー
ト
で
素
敵
な
先
輩 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 

「
専
修
部
の
お
二
人
」 

 

井
上
明 

 

下
村
さ
ん
と
は
此
処
暫
く
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
お
元
気
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。 

専
修
部
で
長
年
ご
活
躍
で
し
た
。 

田
村
さ
ん
は
数
年
前
か
ら 

体
調
を
崩
さ
れ
て
い
ま
し
た
が 

早
す
ぎ
ま
す
。 

焼
成
会
等
お
世
話
に
な
り
ま 

し
た
。
訃
報
が
続
き
残
念
で
す
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

  
 

「
お
二
人
と
の
思
い
で
」 

逢
坂
博
樹 

下
村
様 

田
村
様 

と
続
い
て
の
訃
報
は
本
当
に

悲
し
い
で
す
。
田
村
様
と
は
沼
津
で
の
窯
だ
き
で
の

楽
し
い
ひ
と
時
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

お
二
人
の
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

       

「
感
謝
」 

 
 

鍋
島
弘
義 

 

私
が
下
村
さ
ん
の
訃
報
の
連
絡
を
娘
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
の
が
３
月
２
日
。
次
の
３
日
に
は
田
村
さ

ん
の
訃
報
の
連
絡
。
そ
し
て
５
月
15
日
に
は
出
渕
さ

ん
の
葬
儀
が
21
日
に
行
わ
れ
る
と
の
連
絡
。 

 

今
年
に
入
り
、
こ
の
会
を
長
年
に
渡
り
支
え
て
く

れ
た
方
々
が
次
々
と
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

 

出
渕
様
に
は
、
平
成
20 

年
８
月
嶋
田
会
長
の
交
通 

事
故
に
よ
る
急
逝
の
た
め 

急
遽
会
長
代
行
を
お
願
い 

し
、
次
の
年
度
に
会
長
を 

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。
私
も
副
会
長
と
し 

て
一
年
間
で
し
た
が
一
緒 

に
会
の
運
営
に
携
わ
り
ま 

し
た
。 

 

窯
場
見
学
会
や
会
の 

イ
ベ
ン
ト
に
も
よ
く
参
加 

訃 

報 
 
 

 専
修
部
・
副
部
長
と
し
て
活
動
さ
れ
た 

田
村
和
正
様
が 

令
和
５
年
12
月
27
日
に 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

 

専
修
部
で
長
ら
く
活
動
さ
れ
た 

下
村
武
子
様
が 
令
和
６
年
２
月
８
日
に 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

 

こ
の
会
の
副
会
長
・
会
長
と
し
て
長
ら
く 

こ
の
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た 

出
渕
僖
江
子
様
が 

令
和
６
年
５
月
13
日
に 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
謹
ん
で
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と 

と
も
に 

お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す 

在りし日の田村様 

平成 12年 益子窯場見学会 

濱田晋作先生との記念撮影 

平成 25年 「友の会作品展」

での記念撮影 

2011年 常滑講習会 「急須作り」 

第 41回作品展 

下村様の出展作品 
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さ
れ
誰
に
で
も
優
し
く
接
し
、
そ
の
場
に
い
て
く
だ

さ
る
だ
け
で
場
が
和
む
素
晴
ら
し
い
方
で
し
た
。 

 
葬
儀
の
時
に
、
ご
子
息
が
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
「
い
つ
も
人
と
人
の
輪
（
和
）
を
作
り
、
絆
を
作

っ
て
い
る
」
と
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
の
方
で
し
た
。 

        

下
村
様
は
平
成
４
年
か
ら
専
修
部
に
入
ら
れ
亡
く

な
ら
れ
る
今
年
ま
で
30
年
以
上
活
動
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ほ
と
ん
ど
の
窯
場
見
学
会
に
も
参
加
さ
れ
、
記
念

撮
影
の
時
に
は
常
に
先
生
の
横
に
並
び
最
前
列
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

「
作
品
展
」
に
も
必
ず
出
展
さ
れ
て
い
て
晩
年
は 

「
作
陶
で
き
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
作
っ
た
物
な
ら 

た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
。
」
と
、
お
っ
し
ゃ
ら
れ 

「
特
設
コ
ー
ナ
ー
」
に
出
展
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
第
44
回
作
品
展
」
の
課
題
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
も
ハ
ガ
キ
で
来
て
い
ま
し
た
。 

 

田
村
様
は
、
平
成
30
年
に
専
修
部
の
副
部
長
に
な

ら
れ
「
焼
成
会
の
報
告
」
な
ど
の
原
稿
を
広
報
に
送

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
「
総
会
」
の
時
に
は
快
く
議
長
を
引
き
受
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
活
躍
し
て
く
だ
さ
る
と
思

っ
て
い
た
矢
先
の
連
絡
で
し
た
。 

  

陶
芸
を
愛
し
、
こ
の
会
を
支
え
て
く
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

【 

次
回
の
「
役
員
会
」
予
定 

】 

 

７
月
27
日
（
土
） 

15
時
か
ら 

（
場
所
）
杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
で
す 

※
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

【
編
集
後
記
】 

・
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
だ
け
で
心
強
か
っ
た
出
渕
様
、

下
村
様
、
田
村
様
と
立
て
続
け
て
の
訃
報
に
は
正
直

ビ
ッ
ク
リ
し
、
も
う
お
話
も
で
き
な
い
の
か
と
思
う

と
寂
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。 

 

田
村
様
の
お
歳
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
出
渕
様
、

下
村
様
は
す
で
に
90
歳
を
超
え
て
い
ま
す
の
で
、 

大
往
生
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
私
の
中
で
は

ま
だ
元
気
な
お
姿
し
か
な
く
作
品
展
に
は
ヒ
ョ
ッ
コ

リ
顔
を
出
し
て
く
れ
そ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
日
々
「
一
期
一
会
」
の
出
会
い
を
大

切
に
し
、
楽
し
み
な
が
ら
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
元
気

に
90
歳
を
超
え
て
い
け
れ
ば
う
れ
し
い
の
で
す

が
・
・
・
。
ガ
ン
バ
ロ
～
。 

 

・
「
総
会
」
が
終
わ
り
、
今
年
度
の
活
動
予
定
が
出

ま
し
た
。
ま
ず
は
「
焼
成
会
」
に
向
か
っ
て
作
品
を

作
り
ま
し
ょ
う
。 

 

参
加
し
て
み
て
楽
し
さ
が
わ
か
り
ま
す
よ
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

鍋
島
弘
義 
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